
宮津市長殿　　　　　　　　　　　　　

ゲノム編集とらふぐをふるさと納税返礼品から削除し、
海上養殖は絶対にしないでください！

安全性に不安のあるゲノム編集とらふぐを
宮津市のふるさと納税の返礼品から削除してください。

ゲノム編集について不安に思う市民の声や、危険性もあるという
専門家などの意見も聞き入れてください。また、住民説明会を開いてください。

ゲノム編集を宮津市民がみんな応援しているかのような発信や広報はやめてください。
海上での養殖は絶対にやめてください。宮津市からも許可を出さないでください。

呼びかけ団体 　宮津 　麦のね宙ふねっとワーク∞
連絡先 　 　井口裕子    090-4303-1730　 矢野めぐみ  090-6930-3692
署名送付先   　〒626-0073 　京都府宮津市新宮199　ヤポネ島

取扱団体 遺伝子組み換え食品いらない!キャンペーン　   第1次集約日 2022年6月30日

お名前 ご　　　住　　　所
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※ご署名の氏名・住所をその他の目的で利用することはありません。
※お氏名、ご住所は省略せず、おひとりづつご署名ください。



●ゲノム編集の魚を販売したのは日本が世界初。昨年京都市内のリージョナルフィッシュ社から、
　マダイ、とらふぐの届出が出され国が受理。現在インターネットなどで販売されています。
　今後スシローと共同で新工場を計画するなどして、外食産業などにも事業を拡大する予定。
●ゲノム編集は遺伝子組み換えのような表示の義務がなく、寿司や切り身になると見分けがつきません。
●遺伝子を破壊され、筋肉を無理矢理大きくし、太らせた魚は骨も脆く病気の状態の奇形の魚を
　人の手で作り出すことから、拷問養殖とも呼ばれています。あなたは、食べたいですか？
●海外では食の安全に対する不安や生物多様性、人道的な観点から批判も多く実用化に至っていません。
●遺伝子組み換えとは違うから安全と言われていますが、人為的に遺伝子を操作する事に変わりはなく
　同様またはそれ以上の危険性もあると警鐘を鳴らす専門家もいます。
●詳しい安全検査はされておらず、まだ研究の途上であり今後の健康被害などは誰にもわかりません。
●臓器移植や医療などにも利用できると言われているが、使い方を間違えれば 痛みを感じず
　命尽きるまで戦う人間兵器を作ることも可能な、神の領域に迫るテクノロジー。
　

●現在　日本でゲノム編集による規制や法律はなく、このとらふぐの安全性について厚生労働省に
　問い合わせたところ、”当該生物について国が使用を許可するものではありません”と回答。
●宮津市は国が安全と認めていると言っていますが、国は責任を取らないと明言していますので、
　今後問題が起こった時 誰に責任があるのかはっきりしておらず、とても不安です。
　ふるさと納税に掲載されているんだから、安心だと思ってしまう方も多いのではと思います。
●リージョナルフィッシュ社が海上養殖の手続きを進めているという記事もありました。
　もし１匹でも逃げ出せば、交配によってどのような変化、影響があるのか解っていません。 

　　　

　　お手にとってくださって本当にありがとうございます！ 私たちはとても小さな存在ですが
　　国がいうから安心だと盲信的に信じるのはとても怖いなと思い、署名活動をはじめました。

　ゲノム編集を不確かな安心安全神話で国をあげて推し進め、ゲノム編集村が出来上がってしまう前に。
　子供たちの給食や、大好きな回転寿司やスーパーマーケットで、表示もないままゲノム編集食品が

当たり前の様に流通してしまう前に。　なんとか この流れをここで止めたいのです。
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日本三景 天橋立の海にゲノム編集施設？！
海の京都 宮津市。新鮮な地魚を求めて観光に来られる方も多く、豊富な魚種は釣り人を魅了しています。 
そんな美しい小さな海のまちに、多くの住民に知らされないままゲノム編集魚の施設が出来ていました。 
2021年12月、この京大発のベンチャー企業リージョナルフィッシュ社から、宮津市のふるさと納税の 

返礼品にゲノム編集のとらふぐが出品され、市長はまさに未来の味！とSNSなどで絶賛、推奨しています。


